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目的　 アトピー性皮膚炎の治療法の１つとして小児科領域では除去食療m を行うことが

多い。今回は、｢和食に戻す食事療法(除去食療法)｣ によってアトピー性皮膚炎 の症状が改

善され、その後も食事療法を継続し、順調な発育を遂げている5 歳児の食事(除去食)につ
いて栄養学的に検討した。

方法　 某病院小児n で 食事療法によるアトピー性皮膚炎の治療を受け、症状が改善した

後も引き続き自宅で食事療法を継続している5歳児i6名を調査対象とした。調査方法は患

児の母親による記述調査とし、期間は平成4年2~3月の連続7日間である。

結果　患児の食物摂取の程度は、男児の場合全員、植物油･鶏卵･ 牛乳が第2段階以上で

あり、第4段階( 完全除去) の児もいた。女児の場合、植物油は約半数が完全除去、鶏卵は

全員が第2段階以上、牛乳は第2段階 の児が54. 5%であった。栄養素等摂取状況は、1 人１日

当たりの平均摂取量を第五次改定日本人の栄養所要量と比較した結果、男児女児ともエネ

ルギー平均摂mm が所要量よりも少なかった。脂質平均摂取量が所要量の約l/2( 男児:53.

6%、女児:M.n) になっているのは、患児が植物油を完全除去または部分除去しているた

めである。たんぱく質摂取量は、鶏卵を制限しているにもかかわらず、男児は所要量より

も多く、 女児は所要量と同程度であった。カルシウム摂取量は男女とも所要量より少ない

傾向にあった。鉄摂取量は男児が所要量を上回り、女児は所要量と同程度であった。ビタ

ミンはＡとＣの摂取量が非常に多かった。これは、患児が主食としていも類やカボチャを

利用する場合があること、間食に果物を筏ることによると思われる。
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〔目的〕r －アミノ酪酸はＧＡＢＡと略されている。 ＧＡＢＡを多く蓄積させた茶はギャ

バロン茶と呼称され、血圧上昇を抑制する作用のあることを認め報告してきた。ギャバロ

ン茶とは茶の製造工程の中で、摘採直後の茶生葉を数時間、窒素ガスの中に保存するだけ

で、他の工程は通常の緑茶と全く同一にして得られた茶の事である。その後、ＧＡＢＡの

血圧上昇抑制機構について研究し、腎機能充進による食塩排出促進作用、血液コレステロ

ール、中性脂肪の減少効果などを認め報告してきた。今回はラットにＧＡＢＡを経口投与

し、肝、脳でのＧＡＢＡの変化について検討した。また、肝摩砕液を用いてここにGAB

Ａを添加し、in ｖivｏ 、in vitro両面からＧＡＢＡの変化について検討し、知見が得られ

たので報告する。

〔方法〕ウィスター系雄ラットを用い、0.01～1.0  ㎡GkBk 溶液を各] ㎡をゾンデを用

いて強制経口投与した。投与後1,    3,   5時間後にラットを屠殺解剖し、肝、脳中のGA

ＢＡを測定した。また、肝摩砕液を調製して、これにＧＡＢＡを添加し、１時間保温後、

ＧＡＢＡの定量とその代謝産物の検索を行った。

〔結果〕ＧＡＢＡを経口投与後、経時的にＧＡＢＡ含量を測定するとＧＡＢＡは経時的に

増加するのが観察された。また、肝摩砕液にＧＡＢＡを添加したところ、メチオニン、口

イシン、イソロイシン、リジン等の増加が認められた。この時、ＧＡＢＡの代謝産物を検

索したところ、プロピオン酸誘導体と思われる物質の同定が示唆された。
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